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田
淵
行
男
記
念
館　

企
画
展

｢
山
を
う
た
う
〜
詩
×
写
真
×
田
淵
行
男｣

展

｢

山
・
里
・
花
・
蝶｣

を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
田
淵
行
男
の
詩
の
世
界
に
着

目
し
て
、
山
岳
写
真
・
生
態
写
真
と

と
も
に
構
成
し
ま
す
。

■
会
期　
３
月
４
日
（
日
）
ま
で

■
会
場　
田
淵
行
男
記
念
館

■
観
覧
料　

　

個
人
：
大
人
３
０
０
円
・
小
人

２
０
０
円
、
団
体
：
大
人
２
０
０

円
・
小
人
１
０
０
円

■
展
示
説
明
会　

　
毎
月
第
３
日
曜
日

　

午
後
１
時
３０
分
か
ら

■
休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）
、
祝
日
の
翌
日
、
年
末

年
始
（
１２
月
２８
日
〜
１
月
４
日)

■
問
い
合
わ
せ　
田
淵
行
男
記
念
館

（
℡
７２
・
９
９
６
４
）

生
き
て
い
る
こ
と
が

　
　
　
　

不
思
議
に
思
わ
れ
る

生
き
て
い
る
こ
と
が

　
　
　
　

悲
し
く
思
わ
れ
る

生
き
て
い
る
こ
と
が

　
　
　
　

う
れ
し
く
思
わ
れ
る

(

山
頂
の
朝)

田
淵
が
生
涯
を
さ
さ
げ
て
作
り
上

げ
た
作
品
集
は
、
ど
れ
も
こ
だ
わ
り

に
満
ち
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品

集
を
語
る
上
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、

そ
の
心
情
を
雄
大
な
自
然
や
小
さ
な

動
植
物
に
託
し
吐
露
し
て
い
る
こ
と

と
い
え
ま
す
。
あ
る
時
は
、
八
ヶ
岳

や
浅
間
山
の
豊
か
な
山
ろ
く
の
楽
し

み
を
和
や
か
に
歌
い
上
げ
、
ま
た
あ

る
時
は
、
開
発
の
進
む
安
曇
野
の
自

然
に
向
か
い
哀
惜
を
持
っ
て
静
か
に

祈
る
。
こ
れ
ら
の
詩
は
彼
の
写
真
作

品
か
ら
切
り
離
せ
ぬ
要
素
で
あ
り
、

作
品
を
理
解
す
る
上
で
も
重
要
な
手

掛
か
り
と
な
り
ま
す
。
こ
の
詩
性
に

魅
せ
ら
れ
る
人
も
多
く
、
作
家
独
自

の
世
界
を
際
立
た
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
で
、
田
淵
の
視
点
か

ら
見
つ
め
た
自
然
界
の
魅
力
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

豊
科
近
代
美
術
館
で
は
、
常
設
展

示
さ
れ
て
い
な
い
宮
芳
平
、
奥
村
光

正
の
作
品
な
ど
を
公
開
す
る
「
収
蔵

品
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
特
に
奥
村

光
正
作
品
の
展
示
は
、
平
成
１７
年
の

「
あ
な
た
の
町
の
奥
村
光
正
展
」
以

来
で
、
安
曇
野
市
誕
生
後
初
と
な
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
会
期

　

１
月
５
日（
金
）〜
３
月
１１
日（
日
）

■
会
場　
豊
科
近
代
美
術
館　

２
階

　

企
画
展
示
室

■
入
館
料　
一
般
５
０
０
円
・
大
高

生
３
０
０
円
・
中
小
生
１
５
０
円

（
常
設
展
・
バ
ラ
の
花
写
真
展
を
含
む
）

■
問
い
合
わ
せ　
安
曇
野
市
豊
科
近

代
美
術
館
（
℡
７３
・
５
６
３
８
）

企画展

豊
科
郷
土
博
物
館

白
鳥
写
真
教
室
（
初
心
者
向
け
）

講　座

展覧会

豊
科
郷
土
博
物
館 

友
の
会

第
32
回 

押
絵
展

展覧会

豊
科
近
代
美
術
館

収
蔵
品
展
を
開
催　

安
曇
野
の
冬
を
代
表
す
る
風
物
詩

と
な
っ
た
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
越
冬
も
、

２３
シ
ー
ズ
ン
目
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
豊
科
郷
土
博
物
館
で
は
、

初
飛
来
の
シ
ー
ズ
ン
か
ら
毎
年
開
催

し
て
い
る
「
白
鳥
写
真
展
」
へ
の
出

品
を
前
提
と
し
て
、
初
心
者
向
け
の

写
真
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
穂
高
柏
原
出
身
で
ハ
ク

チ
ョ
ウ
を
２０
年
間
見
つ
め
続
け
て
い

る
中
島
泰
樹
さ
ん
を
講
師
に
、
野
鳥

の
生
態
観
察
会
と
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
写

真
教
室
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
カ
メ
ラ
を
片
手
に

野
鳥
観
察
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
期
日　

２
月
３
日
（
土
）

■
会
場　

豊
科
田
沢
白
鳥
湖
周
辺
・

明
科
御
宝
田･

穂
高
狐
島
（
復
旧

工
事
の
進
展
と
ハ
ク
チ
ョ
ウ
飛
来

地
に
よ
り
変
更
あ
り
）

■
日
程　

豊
科
郷
土
博
物
館
（
集

合
・
午
前
６
時
３０
分
）
〜
市
内
ハ

ク
チ
ョ
ウ
飛
来
地
〜
田
淵
行
男
記

念
館
（
見
学
）
〜
豊
科
郷
土
博
物

館
（
講
評･

解
説
の
後
、
正
午
に

解
散
）　

■
講
師　

中
島

泰
樹
さ
ん
（
日
本

自
然
科
学
写
真
協
会
会
員
・
日
本

野
鳥
の
会
会
員
）

■
対
象　

一
般
（
初
心
者
向
け
・
当

館
で
の
白
鳥
写
真
展
へ
の
出
品
を

前
提
と
す
る
）

■
参
加
費　

１
、５
０
０
円（
バ
ス
代
・

講
座
料
・
入
館
料
・
保
険
代
）

■
持
ち
物　

飲
み
物
・
雨
具
・
カ
メ

ラ
（
機
種
不
問
）
・
筆
記
用
具
・

防
寒
具
な
ど

■
申
し
込
み　

１
月
１０
日
（
水
）
か

ら
２１
日
（
日
）
ま
で
に
、
郷
土
博

物
館
窓
口
に
て
参
加
費
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

豊
科
郷
土
博
物
館

（
℡
７２
・
５
６
７
２
）

豊
科
郷
土
博
物
館
で
は
、
友
の
会

押
絵
部
に
よ
る
「
第
３２
回
押
絵
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

押
絵
は
布
細
工
の
一
種
で
、
布
の

芸
術
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
花
鳥
や
人

物
な
ど
、
ほ
ん
の
小
さ
な
布
切
れ
が

織
り
成
す
世
界
は
、
創
る
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

今
回
は
、｢

子
ど
も｣

を
テ
ー
マ
と

し
て
、
子
ど
も
の
遊
び
や
し
ぐ
さ
を

か
わ
い
ら
し
い
押
絵
で
表
現
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
１９
年
の
干
支
で
あ
る
イ

ノ
シ
シ
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
や
、

正
月
ら
し
い
羽
子
板
の
作
品
、
お
よ

そ
６０
点
を
展
示
し
ま
す
。

■
会
期　

１
月
７
日（
日
）〜
２１
日（
日
）

■
会
場　

豊
科
郷
土
博
物
館
展
示
室

■
入
館
料　

大
人
１
０
０（
８０
）
円
・

小
中
学
生
５０
（
４０
）円（
カ
ッ
コ
内

は
２０
人
以
上
の
団
体
料
金
）

■
休
館
日

　

１
月
９
日
（
火
）・
１５
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ　

豊
科
郷
土
博
物
館

（
℡
７２
・
５
６
７
２
）

写真：

田淵行男撮影

「午後の山　三ツ岳」

1966

美術館では

「第４回バラの花写真展」

開催中！

え　

と

安曇野市教育委員会
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　日常当たり前だと思っていること
について深く考えたことがあります
か。題名から連想する哲学は、やや
もすると難解なことをイメージしま
す。ところが、私たちが当たり前だ
と思っていることが本当はどうなの
かを具体例を挙げて掘り下げ、平易
な表現で説いています。人生では、
自分で考えて知るということはとて
も大切だと思います。この本はその
きっかけを与えてくれます。何かを
もっと知りたいという強い気持ちに
なれる本です。

紹介する人

岡庭 賢二さん（明科七貴）

おすすめの一冊

14歳からの哲学 池田晶子 著

おかにわ じけん

と　

ろ


